
12月 20日（木）開催の第６回の会議で

は、これまでのワークショップの議論をまと

めたものを中間報告として提示するため、東

近江市における協働の現状・課題について、

意見が反映できているか、抜けがないかな

どを確認していきました。今回のニュース

レターでは、その内容をお伝えします。
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まちづくり推進課

事務局より、まち

づくり会議の目的

や趣旨などの説明

がありました。

「情報収集・提供」 「情報の共

有」 について

・行政側からだけでなく、住民側からの

情報提供も絶対に必要

・コミュニティが持っている知恵や情報

をどうやって蓄積していくかが課題

・必要な情報が必要な方に届くように、

対象者に応じた情報提供の方法をと

る必要がある

・市には色々な情報媒体があり、市民が

情報にアクセスするチャンスは多い

が、その中で必要な情

報を見つけ出しにくい

ことが課題

「市民の意識」 「市職員の意識」

について

今回の委員会でさらに出た意見

これまでに出た主な現状・課題

・行政に頼りすぎることが多い

・地域に参加しない職員がいる

・協働を意識して仕事ができていない

・住民にいかに関心をもってもらうかが

難しい

・協働について認識不足

・以前よりは、協働の意

識は上がってきている

・個中心の社会

・行政は様々な情報を持っている

・情報の発信力が弱い

・使える情報提供（共有）

が不十分（対住民）

・官・民・地（自治会・まち協）の情報

の共有が難しい

・ＦＭラジオ、ＣＡＴＶ、ポータルサイ

トなどの媒体がある

・ＣＡＴＶの加入率が低い

これまでに出た主な現状・課題

・協働という言葉を身近に感じるような

きっかけが必要

・地域に熱心にかかわってくれる職員も

いる

・職員という一括りにすることに無理が

ある。職員というよりは人の問題。住

民であろが、職員であろが、前向きに

取り組んでいる人はやっている

・地域に出た時の職員の意識よりも、市

役所の中で協働という意識を持って

仕事をするシステムが働いているか

の方が重要

今回の委員会でさらに出た意見



タイトルのコラボは、「共に働く」、「協力する」を意味するコラボレーションから名付けました
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「市民と行政の相互理解」 「市
民団体と市の連携強化」 「市民
団体の交流推進」 について

・商工会と市の連携が薄い

・行政と市民だけではなく、市民同士で

協働することも重要

・東近江市がトータルでどういうまちづ

くりをするのか。それにより、色々な

団体や市民がもっと関わっていくの

ではないか

・三方よし商品券の取り組みがされている

「地域性・地域にある資源」 「地

域コミュニティの強化」 について

・森林が６割を占めているが十分に活用

されていない。水田が多いことも資源

・若者が新規就農するのに東近江市はア

クセスもよく住みやすい所ではないか

・図書館が７館もあることは特徴

・若者や中学生に意見を聞くと、自分の

住んでいる地域が好きという意見が

多かった。自分の地域に愛着を持って

いる人が多いのは強み

・高齢化を逆手にとって、資源として活

用することは協働の分野では重要。高

齢者もまちの財産と成り得る

今回の委員会でさらに出た意見

今回の委員会でさらに出た意見

今回の委員会では非常に多くの意見が出て、ワークショップで

行ってきたことがさらに充実したものになりました。これら課題を解決し、市民がいきいき

と活動できる市民協働推進計画や協働のまちづくり条例を作成できるよう、これからも委員

会で検討を重ねていきます。なお、次回は、今回で議論に入れなかった分野の現状・課題や、

東近江市における協働の原則について議論していく予定です。

協働のまちを目指して

・自然、鈴鹿山系、琵琶湖、近江商人、

万葉ロマン（天智天皇と額田王）とい

った地域資源がある

・新しい住宅が次々に建っている地域も

あれば、人口密度が低い地域もある

・古くからの集落は地縁のつながりが強

く、協働できているが、「つきあい疲

れ」になっている面もある

・新興住宅では協働ができていない

・コミュニティが弱体化（加入

率低下、高齢化）している

・1市６町の意識が強い

これまでに出た主な現状・課題

・行政と各団体との連携不足

・市民団体が進めている事業に行政の協

力が少ない

・公平性に逆にしばられて動けない

・行政が実施している事業の内容につい

て理解できない部分がある

・協働の必要性が理解さ

れていない（職員も市

民も）

これまでに出た主な現状・課題
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